
KCOG婦人科グループ 平成 28年度活動計画書 

 

1. 臨床試験 

 

1.1. 進行中の臨床試験・調査研究 

① KCOG-G1002 

『子宮頸部上皮内腫瘍(CIN3)に対する円錐切除術後のヒトパピローマウイルス(HPV)ワクチンによ

る HPV再感染予防に関する検討』 

（主任研究者：三重大 田畑 務） 

② OGSK_KCOG-G1201 

『子宮頸がん Ib2期・II期を対象としたイリノテカン塩酸塩水和物＋ネダプラチンによる術前補助化

学療法＋根治手術＋術後補助化学療法―臨床第 II相試験―』 

（主任研究者：京都府立医大 森 泰輔） 

③ KCOG-G1303 

『進行・再発子宮体癌に対する ddTC療法（臨床第 II相試験）』 

（主任研究者：関西ろうさい病院 堀謙輔） 

④ KCOG-G1304 

『Taxan使用歴のある末梢神経障害患者に対するラフチジンとプレガバリンの randomized phase II 

study』 

（主任研究者：東京女子医大東医療センター 長野浩明） 

⑤ KCOG-G1401 

『中リスク群および高リスク群の子宮体がんに対する、術後補助療法の様式が予後に与える影響に

関する多施設後方視的研究』 

（主任研究者：三重大 田畑 務） 

⑥ KCOG-G1501s 

『子宮体部原発神経内分泌腫瘍に対する治療法・予後についての後方視的研究』 

（主任研究者：大分大学 松本治伸） 

⑦ KCOG-G1502s 

『卵巣神経内分泌腫瘍の病理組織学的細分類と臨床予後への影響に関する後方視的研究』 

（主任研究者：大分大学 甲斐健太郎、奈須家栄） 

 

1.2. 計画中の臨床試験・調査研究 

① KCOG-G1601 

『卵巣明細胞腺癌の初回再発・再燃例に対する Gemcitabine + Cisplatin + Bevacizumab 併用

(GPB)療法の臨床第 II相試験』 

（主任研究者：関西ろうさい病院 中川美生、伊藤公彦） 



② KCOG-G1602s 

『我が国における子宮および卵巣原発の悪性黒色腫の現状に関する調査研究』 

（主任研究者：大分大学 矢野光剛、奈須家栄） 

③ KCOG-G1603s 

『子宮頸癌傍大動脈リンパ節転移症例に対する初回治療選択の検討』 

（主任研究者：三重大学 吉田健太） 

 

 

2. 平成 28年度学会発表予定 

 

2.1. 国際学会 

未定 

 

2.2. 国内学会・講演会 

未定 

 

 

3. 総会ならびに分科会開催 

 

平成 28年度予定 

 平成 28年 5月 14日（土）  15-17時 （AP梅田茶屋町） 

分科会ならびに特別講演会 

『臨床試験の実施に必要な生物統計学』 佐藤弘樹先生（大分大学） 

 

 平成 28年 7月 2日（土） 13-17時 （O-DEC会議室） 

夏季総会、特別講演会ならびに分科会 

（講師：未定） 

 

 平成 28年 8-9月 （会場：未定） 

分科会 

 

 平成 28年 10-11月 （会場：未定） 

分科会 

 

 平成 28年 12月 10日（土） 17-19時 （ホテルグランビィア大阪） 

分科会ならびに特別講演会 



（講師：未定） 

 

 平成 29年 1月 （会場：未定） 

冬季総会、特別講演会ならびに分科会 

（講師：未定） 

 

 

4. その他 

 

 全国の主たる地方グループと共同して Intergroup study を遂行する。 

 

 


